
市内人口の約2%
1,300名を超える方々が犠牲に。
愛する郷土を突如襲った東日本大震災

千年に一度の災禍が起こったあの日、気仙沼市では1,246名もの方が犠牲と
なり、109 名の方が関連死となりました。世界中の方々が目の当たりにした
津波火災、大型漁船の打ち揚げ…。今でも記憶に残っていることと思います。

わたしたちの郷土は一瞬にして姿を変え、暮らしも人生も一変しました。
あれから8年。世界中の多くの支えと、市民の頑張りによって、少しずつ

日常が戻りつつあります。
そして、今、わたしたちは多くの声を受けて、犠牲となられた方に手を

合わせるため、「千年に一度」という「未曾有」の災禍を後世に伝えるため、
まちの復興を喜び、そして、未来の安寧を祈るために、復興祈念公園の整
備を進めています。

この公園は、大切な人たちを失いながらも、苦難に立ち向かい、多くの
方と一緒に乗り越えた「世界と共有する証」となるものです。ご遺族の方
にとって、また本市に想いを寄せてくださった皆さんにとって大切な場所
となるよう心を込めて整備していきます。



祈りの帆（セイル）に融和させた
アイデアコンペ入賞作品たち

帆を模したシンボル・祈りの帆（セイル）は、アーチ、船、扉（ゲート）、灯台、合わせた手のひらなど、いろいろな想いを形にしたデザインで、
　The wind fills the sail with my all prayers.（祈りを込めて帆いっぱいに風をはらむ。）
という意味を込めた復興祈念のシンボルです。

皆様からのご寄附は、 シンボル「祈りの帆（セイル）」と、犠牲者の名前を刻む「銘板」の建立費用に
活用させていただきます。現在、本公園は基本設計を完了し、実施設計を進めています。2019 年度中
に工事に着手し、2020 年度秋の完成を見込んでいます。

みなさま、こんにちは。宮城県気仙沼市長の菅原茂です。
東日本大震災の発災以来、世界中から物心両面に渡るご支援に心より感謝申し上げます。現在、本
市では東日本大震災により犠牲になられた方に対する追悼と鎮魂の場であるとともに、防災への想
いを新たにする場、地域の再興を実感しつつ、未来永劫の安寧を祈る場として、復興祈念公園の整
備を進めています。この度、この公園のシンボルを、市民はもとよりこれまで支えていただいた世
界中の方々の想いを結集して創り上げたいと考え、整備費用について寄附を呼びかけることとしま
した。ご遺族の方にとって、また本市に想いを寄せてくださった皆様にとって大切な場所となるよ
う整備します。
皆様のあたたかいご支援を、どうぞよろしくお願いいたします。

クラウドファンディングの実施に寄せて

https://readyfor.jp/projects/kesennumapark

復興祈念公園の寄附者銘板にご支援者様のお名前を刻みます。
10,000 円以上のご支援に対して、公園
内に配置する寄附者銘板にお名前を刻み
ます。寄附者銘板は、追悼と伝承の広場
の横に整備する休憩施設付近に配置しま
す。刻銘は希望者に限り、大きさは金額
にかかわらず一定とします。
刻銘については、2019 年８月ごろに、
それぞれお礼のお手紙の送付と合わせて
確認書を送付させていただきます。

どうか、みなさまのあたたかいご支援をお願いいたします。

※本プロジェクトへの寄附は、気仙沼市への
寄附扱いとなり税制上の優遇措置の対象とな
ります。控除を受けるためには、原則、寄付
を行った翌年の所定の時期に確定申告を行っ
ていただく必要があります 。
※銀行振込を選択の方はご入金確認後の反映
となります。 ※Readyfor のサイトを通じた
ご支援には会員登録が必要となります。
※払込取扱票は、2019 年 2 月以降、気仙沼
市役所および所定の機関・施設により配布し
ております。十分な数をご用意しております
が、設置場所によっては、配布を終了してい
る場合があります。

本プロジェクトへのご支援は、Readyfor
のサイトを通じた「クレジットカード」、「銀
行振込」でご支援が可能なほか、「専用の
払込取扱票（ゆうちょ銀行）」でご支援を
いただくことができます。

気仙沼市総務部総務課　復興祈念公園整備担当　
0226-22-3401　somu@kesennuma.miyagi.jp
▼特設サイトも開設しております。こちらもご覧ください。
https://kesennumapark.wixsite.com/index

たくさんの想いを結集した 復興祈念のシンボルを創り上げたい


